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1 ．はじめに
近年，短期交換留学生を含めた留学生増加に伴い，
留学生のニーズも多様化している．従来のアカデミック・
ジャパニーズはもちろんのこと，就職活動も視野に入れ，
「日本語能力試験（Japanese Language Proficiency 
Test: JLPT）」の合格に対する留学生のニーズも一層の
高まりを見せている．日本政府の方針による留学生定
着のためにもJLPT対策は必要性を増している．
また，留学生のニーズに合わせて効果的に日本語を
指導していくためには，学習者を適切にレベル分けす
る必要がある．将来的に東北大学独自のプレイスメン
トテストの基準を構築するためには，各レベルでどの
ような語彙を習得しているか，あるいは，各レベルで
どのような語彙を習得すべきかのレベル別語彙リスト
が必要不可欠である．
東北大学日本語教育プログラムでは，ゼロ初級以外
の留学生は全員がプレイスメントテストを受けるが，
各レベルの目安の一つとして「ヨーロッパ言語共通参
照 枠（Common European Framework of Reference 
for Languages：CEFR）」の他に，JLPTのレベルを
活用している．例えば，レベル 4は授業開始時にN 3
合格者相当の日本語能力を持ち，授業終了時にはN 2
合格者相当の日本語能力の到達を目指す．
留学生の日本語能力の評価基準の一つであるJLPT
は，TOEFLやTOEICテストなどのスコア制ではな
く，レベル制になっている．以前はレベル別に語彙・
文法・漢字が記載された『日本語能力試験出題基準』
が公開されており（国際交流基金・日本国際教育協会
編（2002）など），市販の対策テキストの多くがその
出題基準を基に作られていた．
しかし，2010年の新試験への移行とともに『日本語
能力試験出題基準』は出版されなくなった．旧試験で
は 1級～ 4級まで 4レベルに分かれていたが，新試験
ではN 1～ N 5 まで 5レベルに分かれているため，旧
試験の出題基準をそのまま利用するわけにはいかな
い．公式のレベル別語彙リストがない状況で，学習者
は市販のJLPT対策テキストを活用しつつ語彙の学習
をしているのが現状である． 
一方で，語学の学習には語彙の習得と語彙力の向上
が非常に重要であり，それについて森（2016：ⅲ）に
以下のように述べられている．
　
 日本語に限らず言語の習得においては，語彙力が
極めて重要であることは理論的にも経験的にもよ
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日本語教育において語彙力の向上は，「読む・聞く・話す・書く」 4技能すべての基礎となる．「どのレベルの学習
者に，どの語彙を，どの順序で，どのように指導すればいいのか」を考えていくために，まずは「どのレベルのテキ
ストでどのような語彙が提示されているか」について調査する必要がある．そこで本稿では，東北大学日本語教育プ
ログラムにおけるレベル別語彙リストの開発のための調査を，以下の 2点に絞って実施した．
1）東北大学日本語教育プログラムにおける使用テキストのレベル別掲載語彙調査
2）日本語能力試験対策テキストにおけるレベル別掲載語彙と重複語彙調査
調査したテキスト14冊の延べ語数は約 1万5700語である．さらに 2つのシリーズの日本語能力試験対策テキストに
おける掲載語彙の重複率を調査した結果，その重複率は16％以下と非常に低いことが分かった．本稿はその調査結果
を報告し，今後の方向性を提示することを目的とする．
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く知られている．（中略）経験的にも口頭テスト
などで，「文法がうまい人より語彙の豊富な人の
方に高い評価を与えたくなる」というようなこと
も，日本語教師としてよくあるのではないだろう
か．
　
また，松下（2016：55）にも，日本語は英語と比べ
て，読解力に占める語彙力の割合が高いことが指摘さ
れている．
　
 日本語にはこのような研究が少ないが，英語に比
べて，読解に占める語彙の割合が少し高いように
思われる．（中略）日本語では語彙力の占める割
合が英語よりもさらに高いようである．概ね読解
力の半分が語彙力で説明されると言ってよいであ
ろう．
　
このように，日本語学習において語彙力の向上は，
口頭テストや読解はもちろんのこと，「読む・聞く・
話す・書く」 4技能すべての基礎となる．それにもか
かわらず，語彙の学習は学習者の自助努力に委ねられ
る傾向があり，今後は本格的な語彙指導が求められる．
本格的な語彙指導を行うには，「どのレベルの学習者
に，どの語彙を，どの順序で，どのように指導すれば
いいのか」を考えるべきであり，そのためには「どの
レベルのテキストでどのような語彙が提示されている
か」について調査する必要がある．
そこで本稿では，東北大学日本語教育プログラムに
おけるレベル別語彙リスト開発のための調査を，以下
の 2点に絞って実施した．
1） 東北大学日本語教育プログラムにおける使用テ
キストのレベル別掲載語彙調査
2） 日本語能力試験対策テキストにおけるレベル別
掲載語彙と重複語彙調査
本稿は，その調査結果を報告し，今後の方向性を提
示することを目的とする．
2 ．調査対象
東北大学日本語教育プログラムで使用されているテ
キスト 8冊と，留学生によく利用されている 2つのシ
リーズのJLPT対策テキストN 1からN 3の 6冊，合
計14冊を調査の対象とした．
調査対象のJLPT対策テキストには，東北大学日本
語教育プログラムの各レベルで到達を目指すJLPTの
レベルに該当するテキストを用いた．例えば，レベル
4の学習者が到達を目指すJLPTのレベルはN 2であ
るため，レベル 4の調査対象テキストにはN 2合格対
策テキストを使用した．
3 ．調査方法
3.1　レベル別語彙リストの作成
日本語教育用のテキストの多くはフリガナ（ルビ）
が付されているため，スキャナーで画像として取り込
み，光学文字認識ソフト（OCR）で文字列に変換し
ても，認識率は極めて低く，ほとんどが文字化けして
しまう．そのため，レベル別語彙リストは手作業で作
成し，目視で確認作業を行った．
調査総語数は約 1万5700語であり，そのほとんどが
手作業である．さらに，掲載語彙を再確認し，漢字表
記の誤変換を確認し，合わせて約 3万語を目視で確認
した．
レベル 1とレベル 2では，総合教科書の読解部分を
扱わないことが多いため，『みんなの日本語初級ⅠⅡ』
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では「読み物」の語彙，『初級日本語げんきⅠⅡ』で
は「読み書き編」の語彙は，レベル別語彙リストの対
象に含めなかった．
3.2　JLPT対策テキストの重複語彙の集計
JLPT対策テキストの各レベルの語彙リストの重複
率を調べた．その際，索引を「ひらがな」で入力し，
漢字表記のあるものは漢字を入力した．各レベルの重
複語彙を調べる際に，同語異語の判別には漢字表記を
利用した．
4 ．結果と考察
調査テキスト14冊の掲載語数は以下の通りである．
JLPT対策テキストにおける掲載語数の比較調査を
行った．その結果，各レベル別重複率は16％以下と，
非常に低かった．各レベルにおける副詞の重複率の低
さについては，Hayashi（2017，2018a）,林（2018b）
で述べたが，他の品詞も含めたすべての語彙のレベル
別重複率の調査においても同様の結果となった．
『日本語能力試験出題基準』が公開されなくなって
から刊行されているJLPT対策テキストは，著者独自
の見解でレベル別語彙を選定しているということを示
唆している．このことは，学習者がどのテキストを選
択するかによって，学習・習得する語彙が異なるとい
う可能性を示している．
さらに，各レベルで重複した語彙は，複数の日本語
教師が，当該レベルの学習者が学習・習得すべき語彙
とみなしたということを意味する．よって，より重要
度が高い語彙であるとも言える．今後，語彙の重要度
を考える際に参考にすることができるであろう．
5 ．おわりに
本調査研究において作成した語彙リストは，本学に
おけるプレイスメントテストの基準を打ち立てる際
に，当該語彙がどのレベルに相当するか確認するため
に活用することが可能である．また，プレイスメント
テストで 2つのレベルにまたがって配置された学習者
が，受講レベルを決定する際の判断材料としても使用
可能である．例えば，「仮 3レベル（レベル 2とレベ
ル 3の間）」に配置された学習者がレベル 3に挑戦す
るべきか，レベル 2を受講するべきかを迷った場合，
レベル別語彙リストの習得・理解状況を見て判断する
ことも可能となる．また，学習者が自主学習に活用す
ることも可能となる．
今回作成した語彙リストは，日本語担当者間でレベ
ル別語彙の選定をするための基礎資料となりうるであ
ろう．教師間で共有できる語彙リストを開発できれば，
授業で活用することが可能となる．将来的には，学習
者に配布できるものにしていきたい．著作権に対する
配慮が必要なため，市販の語彙リストをそのまま配布
することは困難であるが，この調査を発展させて，学
習者にも配布できる語彙リストの作成を目指したい．
市販のテキストには広範囲に語彙を採取しているもの
もあるため，学習者はどの順で勉強していったらいい
か分からないとも聞く．今後は，コーパスにおける頻
表2．調査テキスト14冊の掲載語数
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者に配布できるものにしていきたい．著作権に対する
配慮が必要なため，市販の語彙リストをそのまま配布
することは困難であるが，この調査を発展させて，学
習者にも配布できる語彙リストの作成を目指したい．
市販のテキストには広範囲に語彙を採取しているもの
もあるため，学習者はどの順で勉強していったらいい
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東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5号 2019 
に含めなかった． 
 
3.2 JLPT対策テキストの重複語彙の集計 
JLPT 対策テキストの各レベルの語彙リストの重複
率を調べた．その際，索引を「ひらがな」で入力し，
漢字表記のあるものは漢字を入力した．各レベルの重
複語彙を調べる際に，同語異語の判別には漢字表記を
利用した． 
 
4. 結果と考察 
調査テキスト14冊の掲載語数は以下の通りである． 
 
表 2．調査テキスト 14 冊の掲載語数 
 
 
表 3．JLPTレベル別重複語数と重複率 
 
JLPT 対策テキストにおける掲載語数の比較調査を
行った．その結果，各レベル別重複率は 16％以下と，
非常に低かった．各レベルにおける副詞の重複率の低
さについては，Hayashi（2017，2018a）,林（2018b）
で述べたが，他の品詞も含めたすべての語彙のレベル
別重複率の調査においても同様の結果となった． 
『日本語能力試験出題基準』が公開されなくなって
から刊行されている JLPT 対策テキストは，著者独自
の見解でレベル別語彙を選定しているということを示
唆している．このことは，学習者がどのテキストを選
択するかによって，学習・習得する語彙が異なるとい
う可能性を示している． 
さらに，今回の調査における各レベル別で重複した
語彙は，複数の日本語教師が，当該レベルの学習者が
学習・習得すべき語彙とみなしたということを意味す
る．よって，より重要度が高い語彙であるとも言える．
今後，語彙の重要度を考える際に参考にすることがで
きるであろう． 
 
5．おわりに 
本調査研究において作成した語彙リストは，本学に
おけるプレイスメントテストの基準を打ち立てる際に，
当該語彙がどのレベルに相当するか確認す ために活
用することが可能である．また，プレイスメントテス
トで 2 つのレベルにまたがって配置された学習者が，
受講レベルを決定する際の判断材料としても使用可能
である．例えば，「仮 3 レベル（レベル 2 とレベル 3 の
間）」に配置された学習者が 3 に挑戦するべき
か，レベル 2 を受講するべきかを迷った場合，レベル
別語彙リストの習得・理解状況を見て判断することも
可能となる．また，学習者が自主学習に活用すること
も可能となる． 
今回作成した語彙リストは，日本語担当者間でレベ
ル別語彙の選定をするための基礎資料となりうるであ
ろう．教師間で共有できる語彙リストを開発できれば，
授業で活用することが可能となる．将来的には，学習
者に配布できるものにしていきたい．著作権に対する
配慮が必要なため，市販の語彙リストをそのまま配布
することは困難であるが，この調査を発展させて，学
習者にも配布できる語彙リストの作成を目指したい．
市販のテキストには広範囲に語彙を採取しているもの
もあるため，学習者はどの順で勉強していったらいい
か分からないとも聞く．今後は，コーパスにおける頻
みんなの日本語初級Ⅰ 967
初級日本語 げんき I 656
みんなの日本語初級Ⅱ 843
初級日本語 げんき II 601
みんなの日本語中級Ⅰ 909
大学・大学院留学生の日本語① 389
みんなの日本語中級Ⅱ 2416
大学・大学院留学生の日本語③ 186
6967
新完全日本語マスター語彙N3 1024
日本語総まとめN3語彙 1191
新完全日本語マスター語彙N2 2272
日本語総まとめN2語彙 1337
新完全日本語マスター語彙N1 1615
総まとめN1語彙 1356
8795
15762
レベル3
相当
レベル4
相当
レベル5
相当
JLPT対策テキスト延べ 数
レベル別語彙リスト 総延べ語数
レベル1
レベル2
レベル3
レベル4
東北大学日本語教育プログラム使用テキスト延べ語数
新完全日
本語マス
ター
日本語総
まとめ
重複語数
異なり語
数
重複率
N1 1615 1356 315 2656 11.9%
N2 2272 1337 431 3178 13.6%
N3 1024 1191 305 1910 16.0%
─  340  ─
林 雅子・東北大学日本語教育プログラムにおけるレベル別語彙リスト開発のための調査研究
度調査を行うことで，より重要度の高い語彙のリスト
を作成していくことが可能となるであろう．
さらに，論文執筆や学会発表のため高度な日本語が
必要な文系の学習者，研究には日本語が不要だが，生
活や日本人との交流，就職のために日本語力を高めた
いと思っている理系の学習者，研究や就職には不要だ
が，日本人学生との交流や講義の聴講に日本語が必要
な交換留学生など，留学生の立場や留学期間による
ニーズに合わせてカスタマイズしていくことが必要に
なるであろう．今後は，頻度調査や親密度調査も実施
し，より良いレベル別語彙リストの開発を行っていき
たい．
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